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1１．住民アンケートの調査概要について 1

調査期間

対象住民 住民基本台帳より、対象地区の15歳以上の世帯主1,500世帯を
無作為抽出

配布回答 郵送による配布、郵送・WEBによる回答

回答数 回答数：278世帯
（郵送：287人、WEB：134人 計：421人）
回収率：約18.5%

令和７年12月５日～12月19日

対象地区 西亀有一、二、三丁目、堀切八丁目（約7,500世帯）

回答者の
年代

回答者の
お住まい



２．住民アンケートの調査結果について

「かつライド」利用者

「かつライド」未利用者

「かつライド」非認知者



２．住民アンケートの調査結果について

利用者の57％を70歳代以上が占めており、身体的に移動に不便を感じてい
る高齢者層に利用されていると考えられる。

かつライド利用者 ：年齢層



２．住民アンケートの調査結果について

「移動手段がなく困っていたため」が最も多く、「かつライド」が新たな移動手
段の１つとなっていると評価できる。

かつライド利用者 ：利用している理由



２．住民アンケートの調査結果について

かつライド利用者 ：利用頻度

「月１〜２日程度」及び「それ以下」が70%を占めており、毎日のような
移動需要は少ない。



２．住民アンケートの調査結果について

「通院」が51％を占めており、次いで「買い物」が28％となっている。

かつライド利用者 ：利用目的



２．住民アンケートの調査結果について

：「かつライド」を利用しない理由

• 「徒歩・自転車で移動できるから」を選択した人が多く、移動手段に困っていないとの
回答が多かった。

• 一方で、「行きたい場所が対象施設に設定されていないから」等も一定数存在した。

「かつライド」未利用者



２．住民アンケートの調査結果について

：移動に不便を感じる頻度

「よく不便を感じている」、「たまに不便を感じる」が41％となっている。

「かつライド」未利用者



２．住民アンケートの調査結果について

：移動に不便を感じる目的

「通院」が46％となっている。

「かつライド」未利用者



２．住民アンケートの調査結果について

：今後の利用意向

• 「機会があれば利用したい」、「今は困っていないが将来移動に不安が生じたら利用
したい」が74％を占めている。

• 今後、高齢化により体力の衰えが生じる等、将来的な移動手段の変化に伴い、「か
つライド」を利用する可能性がある

「かつライド」非認知者


